
香川県近世社寺建築の調査

建造物 研究 室

昭和52年度より始まった近IU:刻:苛i'.Kll築の緊急調査は本年度で 3&.1三目を数え，当研究所は岡山

県 ・山口県に次いで香川県を担当した。香川県は面引とそ1870knlと狭いが，主1:寺の数は約2千

ありllJ.位而秘の比率からみれば他県よりも密度は高い。殊lζ ミニ88ケ所の札所を設けている小

Il.!誌をはじめとする瀬戸内海lζ点在する応峡部を含んでいるのが特徴的である。

今回の調査件数〈社寺数〉と私R数を下表lζあげる。各市町村に依頼した予備調査では，総社寺

の約4分の lがあがり ，調査員が英資したそれ以降の調査の数は，一次調査は予備調査の約2

分の 1，二次調査は一次調査の約6分の lにあたる。二次調査の線数が83とこれまでの調子ilζ

比べ少ないのは，一次調査，の内容を充実させた乙とによる。 したがって，二次調査対象の選

定にあたってはかなりの厳選を余儀なくされ，いきおい年代の古いものを優先する結果となっ

た。83棟の年代別内訳は17世紀46+JlI，18世紀33棟，19世紀4棟である。

調査0!物q，最も古いものは法泉苛生駒家主廟(高松市・元羽l元・1615)である。一辺1.45mと小

形ながら悲股・木必などの紛l郎綴式ωl寺代相応で，近ill:初頭4代5MJ?t:こわlζり讃岐一円を傾し

た生駒11寺代のu(t-の建物だけにi.l:ffiな存在である。 生駒家のあとは克永18年(1641)酋讃のメL

fむに山崎氏が(明暦4年以降は高額l氏〉寛永19年 (16Il2)来讃の高，怯には松平家が入り以降の二税

制の越礎が間:立する。 高訟初代務主松平和重は元保八年(1695)に没するまでの間数多くの社

寺を建立した。現在残っている 17世紀の挫物はほとんど ζの頼mがかかわっているものといっ
てよい。なかでも，度安 2&1三(1649)建立の大門をはじめ正保2fJ? (1645)の陵魂社〈旧三十務事11

:主)， 同時頃の幽深殿(旧滋j事堂〉など数多くの建物を擁する金刀比.r:ffi宮(琴平1I1J)，京都の石市e

水八椛を勧品ーしたという石市J-e:八締官(市絵ili)の随身門，拝殿，~)殿 ， *D殺(ともに17世紀末
頃〉のれ敗訴，自らの菩提王寺として伎町I法然ゆかりの守を再現!した法然寺〈高i断行〉などは著名

である。 ζの法然寺は高必の南方 8粁の位置にある仏生111山頂を現地にとり，比較的勾配の経

かな京斜iIlHζ境内が営まれている。 伽肢が完成した江文1l~ 1:: (1671)当H寺の建物としては，下

から十王立 ・ 浬袋門 ・ 三仏堂 ・机(ltli 1:t ・ 木22門 ・ 古主政 ・ 鈍楼 i吋 ・ ニ尊l:t ・ 米迎掌の 9 跡、が/~

なお1"jり，他の堂宇とともに一大物:，11誌を椛成していてまさに総主が直抜営んだ守防しだけの景観

F備 品目 先 m-~.;I唱 I't.

件数 棟主主 件数 bIi数

神社 203 443 60 119 

.. 'j: 院 307 i似 143 382 

510 1147 203 501 

調査件数 ・線数表

第二次初任

件以 bIi数

15 23 

36 60 

51 幻

-a-

をもっている。

一方には，庶民信迎[ζ支えられた弘法大

印liゆかりの四国主場八十八ケ所がある。芥

川県には67容から結務までの22ケ奇ーがある

が，もちろん苛ーのLH絡は各寺院によって異

なり ，観音寺 (69寄・観音寺市〉木山寺 (70若手

.J.!)l中IIIS) 国分寺 (80番・国分寺町〉毘品寺



(84~ ・高必市)のように '1-' 1 lklζ佐立された本堂(すべて国指定〉をもっ ::!j もあるし ， また. -心掛参

りが一般に流布する江戸時代になってNru般的されたぐJ守も多し、。 {b，，J綻は普通商而し. ïl ~ 1訂lζ

門を聞いて境内中央lζ本立を i ，~~( iき ， その左右 lζ大 f:lli1:l ・ 1.~)明治 ・ IJIJ II I吹な どの諸立が主t ち並び，

ζれに鎖楼 ・塔など加わるというP布教系寺院の一般的形態と変らなし、。弥谷寺 (71番 ・三野町〉

白峯寺 (81番 ・坂出日11)紋番手j=(82ls: .正5桧rti)八栗寺 (85is: .牟礼町〉大作守 (87容・長尾PI1)など

のような山獄寺院は，それぞれの地形lζ即した伽]出配位をもっている。

乙の巾で最も古く ，かっ品大規校の本堂は，忘度寸・ (86is:・志度IIIJ・1.':1:文10・1670)で，桁行ーヒ

問， 梁間五問あり ， ζれに三聞のIr'Jf-Fがつく 。 内部はすべては板政きで， 梁間五問のうち前

一聞を外~ill， 奥三聞を内側i!ζわけ， その両}Ith一間を脇陣にとるなど 'l'iII・仏堂の色彩を叫j日Iζ

践す主々たる本堂である。また，将泊三な・金主 (75務・ 千年辺司Pli.元禄12・1699)は，三間裳|硲付き

で，aは四半敷きとし身合斗棋を二手先の;i!，組とするなど比般的忠実に禅宗様を伝承した例で
あり ， 道隆寺本企 (77~ ・多&t ltlUJ . 181!.1:紀中〉のようにjぷを四半扱きにし， 各部』ζ相11京総痢11部

をもちいながら裳階ffiてとしない五問主もある。 乙れら五 I IJJ以上のノI(J~仏設がままあるのに対

し，数の上ではもちろん三間立がJIl'<も多い。八栗守本立(全水6・1709)や，金fr寺本立 (76苦手 ・

3ヰ通寺ïli ・ Ij)~和 6 ・ 1769) は ， 桁行 10m近くあ って三間立としては大きい)JIC属する。

ι以以~、上 ， 香川県の近!附11什l卜千f社h

かかるもののうちから数{子判件LI牛|十:をi逃i崖長んであげた。もちろん11L下lζはζれ以外lζも世話禿なたt物をもっ

干上司・は多い。 先ず ~II(Jーでは三問主Jjf，eれ造の八1ri!i制作:.1:本殿(仁尼IIIJ.江文6・1666)が以も古い。

また小規絞なー聞社説iれ造ーではあるが住吉伸主1:本股 ・111~I I ~II ~ I :本!肢はともに克文年間のえlL\'Lで

同一地i或(上庄町)にあるのは休日される。その他17111:紀の社肢として科目造では凶1・t~I I t-I御供

殿c;九必市〉垂水炉11社古本版 C)L((ldi)などが，入f舟芳h民i北迂造!主iで{は孟L誌与)J版l点R八鰯h削帥11ぺi社i上.木殿(多皮f作r¥りψ11町l町11)木1

h桝神11(.付任|上:本殿(丸fむむ市本!;ゐωbω)などがあり ，千千l彰式が混在している ζ とがわかる。札所以外のJI院で汀十

土点以がある。県下手j.:ltt総数の約4596を，Iiめなかでも興，1，:派が多い。 しかし往築としてはi1iい

ものはなくほとんど18111:紀ぷ以降の点山本'れとして矧型化されたのちのものである。口五11で(

本I"J守(でさ野II)J)の伽脱が・!従っている。 (羽11児科 .J

III村神社社殿 志皮寺本堂
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